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建学当初からの学問普及の取り組み

◆「早稲田講義録」の発刊

⇒1886年から70年間で200万人を超える購読者
創立から４年後に校外教育制度を定め、講義録を用いた通信教育を開始。

中学校や女学校への進学も簡単ではなかった時代、全国津々浦々、海外へも送り届けられた早
稲田の講義録は、学校に通うことのできなかった人々に学びの機会を提供した。

※受講者：第四代総長田中穂積、歴史学者津田左右吉、政治家田中角栄ら。

◆「巡回講話」の実施

教員が全国各地に赴いて講義を行い、学問の普及につとめてきた。

◆現在の社会人教育
（１）専門職大学院を中心とする正規教育

（２）エクステンションセンター

（３）WASEDA NEO
（４）履修証明プログラム



早稲田大学学生/受講生の年齢構成（2016年度）
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社会人教育の４つの柱と主な各世代のニーズ
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退職者による学習コ
ミュニティーの形成

「個の確立と学問への関心」
⇒公開講座

「組織を導く人材の育成」
⇒WASEDA NEO事業

「就業のための知の取得」
⇒履修証明プログラム
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「教養と専門の基盤形成」⇒正規教育

キャリア形成支援
リカレント教育

「第２サイクルの学習」
⇒エクステンションセンター
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講座 正規科目
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（公開講座）

WASEDA NEO

◆公開講座の役割
大学の知の開放。より社会貢献していくために、公開講座と
して、正規教育より価格を抑えて、より広い世代へ、より広域
に、普及させる。
「第２サイクル」のための教育を実施する

正規教育

◆WASEDA NEOの役割
実社会のニーズによる教育成果を
大学の正規教育へも還元する。

履修証明プログラム

◆履修証明制度導入のメリット
①「公開講座」以上に、キャリア教育で優遇
される（BP認定によって職業訓練給付金申
請が可能）
②単位認定で、正規教育への進学意欲の
たかまりも期待される。

◆履修証明制度導入の課題
①教養系はシニア層が多くなってしまう可能性が高い。
②授業科目は平日昼間が多く、勤め人は履修しづらい。
③ 就業中の方へのリカレント教育は、講座新設が必要。設置コスト
がかかるが、競合多く低価格であり、さらに私学助成対象外のため、
不採算となりやすい。

社会人教育４つの柱の関係


